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（ご紹介）

平野 多恵
ひらの たえ

成蹊大学文学部教授

東京大学大学院博士課程修了。博士（文学）十文字学園
女子大学短期大学部を経て、現職。

専門分野：日本古典文学

研究テーマ
①神仏や僧侶に関わる古典文学
②おみくじの文化史
③古典文学を素材とするアクティブラーニング型授業の
実践



平野先生の教育関連の著作

『大学生のための文学レッスン 古典編』
（三省堂）
『国語をめぐる冒険』（岩波ジュニア新書）



それではご覧ください



【名前】平野多恵
【経歴】⼗⽂字学園⼥⼦⼤学短期⼤学部⽂学科を経て、

成蹊⼤学⽂学部⽇本⽂学科
【専⾨分野】⽇本古典⽂学
【研究テーマ】①神仏や僧侶に関わる古典⽂学 ②おみくじの⽂化史

③古典⽂学を素材とするアクティブラーニング型授業の実践

⾃⼰紹介



【1】なぜProject Based Learningなのか？
⼗⽂字学園⼥⼦⼤学での経験（2005〜2012）
体験型授業・初年次教育・キャリア教育
→授業内アクティブラーニングからPBLへ

【2】PBLの実践
成蹊⼤学・⼤学院での取り組み（2013〜現在）
学びの発信から連携プロジェクトへ
専⾨教育とキャリア教育・⽣涯教育の統合めざして

⽇本の古典⽂学を素材とする
PBLの取り組み



課題解決型学習/問題解決型学習/プロジェクト型学習
Project Based Learningとは？

●チュートリアル型
仮想のストーリー（問題）を基にグループ等で解決策を考える。
教室内で実施。

●実践体験型
実践の場を設けて課題解決を⽬指す。
企業・⾃治体・地域など、社会との連携。



【1】なぜPBL？ ⼗⽂字学園での経験
２００５ ⼗⽂字学園⼥⼦⼤学短期⼤学部 ⽂学科 国語国⽂専攻に着任

⽇本語・古典⽂学・古典⽂化・初年次教育にかかわる授業を担当
参加・体験型授業の模索

２００７〜０９ 体験型授業の成果を学園祭で展⽰・実践（学びをひらく）
全国寺社のおみくじ展⽰２００７
平安時代の⾵流⾏列２００８
室町時代の和歌占い２００９

２００８ 就職委員として短⼤⽣の履歴書添削・⾯接（〜２０１２年度）
２００９ 短⼤１年⽣向けの初年次教育のプログラム作成（２０１２まで改訂継続）

短⼤⽣向けキャリア教育ワークショップ企画・運営（〜２０１２年度）
２０１０『⼤学⽣のための⽂学レッスン 古典編』（三省堂書店）刊⾏



短⼤で気づかされたこと
履歴書に書くことがないという学⽣が多い

ほとんどの学⽣は「⾃信がない」
どうやったら⾃信がもてる？

２０１０年度実践報告：短⼤⽣のためのライフスキル教育 −成果と可能性−，
⼗⽂字学園⼥⼦⼤学短期⼤学部研究 42, 2012



経験 成⻑ ⾃信
PBL＝経験を通して成⻑できる

学びをひらく・発信する
⾃分の学びが誰かの役に⽴つ
達成感・充実感・⾃⼰効⼒感
⇒⾃信



古典⽂学のアクティブラーニングで⽬指すもの

【１】古典への興味関⼼を促す（モチベーション）
【２】知識の定着・確認（インプット）
【３】内容を深く理解する（深い理解）
【４】学びの視点や⽅法を⾝につける（学びかたの獲得）
【５】ジェネリックスキル養成（⽣きる⼒、社会⼈基礎⼒）
【６】学んだことを外にひらく（アウトプット）⇒PBLへ
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＊平野多恵「アクティブラーニングによる古典教育」における提⾔を増補改訂
⽇本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画 国⽂学研究資料館主導共同研究
「⻘少年に向けた古典籍インターフェースの開発」報告書――初中等学校における古典教育――」2019



【2】PBLの実践 成蹊⼤学・⼤学院

2013 成蹊⼤学⽂学部⽇本⽂学科に着任
専⾨教育とジェネリックスキル育成の統合を模索（〜現在）

2014 江⼾の和歌占い「せいめい歌占」実践（〜現在） 成蹊⼤学 欅祭
2014 「天祖神社歌占プロジェクト」和歌みくじ制作（〜現在）
2018/19 ウェブサイト「開運☆せいめい歌占」⽇本語版・英語版リリース

Japanknowledge（株）ネットアドバンスと共同開発・運営

2019   千年和歌みくじ制作協⼒（〜現在）武蔵野坐令和神社＠KADOKAWAサクラタウン

2020 天祖神社歌占公式サイト・YouTubeチャンネル開設

ひらのゼミ公式サイト・YouTubeチャンネル
2021    第1回ひらのゼミ祭オンライン開催（〜2023年1⽉ 第3回開催）



【2】PBLの実践 成蹊⼤学・⼤学院

2013 成蹊⼤学⽂学部⽇本⽂学科に着任
専⾨教育とジェネリックスキル育成の統合を模索（〜現在）

2014 江⼾の和歌占い「せいめい歌占」実践（〜現在） 成蹊⼤学 欅祭
2014 「天祖神社歌占プロジェクト」和歌みくじ制作（〜現在）
2018/19 ウェブサイト「開運☆せいめい歌占」⽇本語版・英語版リリース

Japanknowledge（株）ネットアドバンスと共同開発・運営

2019   千年和歌みくじ制作協⼒（〜現在）武蔵野坐令和神社＠KADOKAWAサクラタウン

2020 天祖神社歌占公式サイト・YouTubeチャンネル開設

ひらのゼミ公式サイト・YouTubeチャンネル
2021    第1回ひらのゼミ祭オンライン開催（〜2023年1⽉ 第3回開催）



〜現在
重要

発信の継続

大学祭で江戸時代の和歌占い「せいめい歌占」
ゼミの学びの展⽰・実践（2014〜現在）、Facebookで発信
来場者数：コロナ前（1000〜1300⼈）、コロナ後（2021/2022 約460⼈）



Japanknowledge『新編国歌⼤観』公開2018
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Webサイト 開運☆せいめい歌占
Japanknowledge×成蹊大学ひらのゼミ
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結果画⾯
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「開運☆せいめい歌占」英語版 2019～
コロンビア大学 ハルオ・シラネ教授と大学院生の協力を得て制作



ひらのゼミ生のもっと開運アドバイス

※拙稿「時をかける和歌―おみくじと占い」、荒⽊浩編『古典の未来学』（⽂学通信、2020年）所収



2020年、コロナ禍を契機に

オンラインで
何ができるか？

和歌占い×ゼミのコンテンツ展示



オンライン上に活動の場をつくる
ひらのゼミ公式サイト



ゼミ祭コンテンツ





ゼミ祭の社会への影響
安倍晴明カルチャーマップ・陰陽師BOOKMAP
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twitter 和歌占いの普及活動



ゼミのPBLにおけるプ譜の活用
プロジェクト可視化ツール 前田考歩さん考案

1年間のゼミの学びそのものを
「プロジェクト」ととらえ、
ゼミ全体・イベント・個⼈と
さまざまなレベルでプ譜を作成し、
プロジェクトを⾃分ごと化する。

ゼミ全体

どんな
ゼミを
⽬指
す？

イベント（⼤学祭・ゼミ祭）

何のため
のイベン
ト？成功
させるに

は？

個⼈

ゼミの活動を通して
どんな⾃分になりたい？



前⽥考歩さん考案
大学祭（欅祭）の展示プロジェクト
プランニングからふりかえりまで



個人のプ譜 自分で自分を成長させる。



千年和歌みくじプロジェクト２０１９～現在
武蔵野坐令和神社（2020年７月創建）

ところざわサクラタウン
（KADOKAWAコンテンツモール）

御祭神：言霊大神（天照大神・素戔嗚尊）

むさしのにますうるわしきやまとのみやしろ



天祖神社歌占プロジェクト
ときわ台 天祖神社×成蹊大学文学部日本文学科/大学院
オリジナル和歌みくじ共同制作（2014～現在）
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天祖神社の御祭神と江⼾時代の「天岩⼾開絵
⾺」（天祖神社蔵）に描かれた神々の歌による
おみくじ

ときわ台 天祖神社（東京都板橋区）



２０２０
天祖神社歌占
公式Webサイト
YouTubeチャンネル開設
動画制作



２０２２『天祖神社歌占 神さま手帖』制作
企画・編集・原稿執筆・校正・神社での奉仕活動・広報



古典×エンターテイメント×信頼性

古典⽂学のPBLでめざすところ

学びをひらく/社会とのかかわり経験 成⻑ ⾃信

専門教育×キャリア教育×生涯教育
⇒主体的に学びつづける力



アクティブラーニング関連の取り組み
• 授業報告 「⾵流」の実践‐‐古典⽂化の体験型授業､⼗⽂字国⽂ (14), 96‐105, 2008
• 授業報告 「書物の⽂化」‐‐古典⽂化の体験型授業(2)，⼗⽂字国⽂ (15), 74‐88, 2009
• 授業報告 室町時代の和歌占い‐‐古典⽂化の体験型授業(3)阪本⿓⾨⽂庫蔵『歌占』の実践、⼗⽂字国⽂ (16),  2010
• ２０１０年度実践報告：短⼤⽣のためのライフスキル教育 −成果と可能性−，⼗⽂字学園⼥⼦⼤学短期⼤学部研究 42, 2012
• 短期⼤学におけるライフスキル教育の必要性−定義と歴史−」同上
• キャリア教育と関連した表現活動の試み ‐ ワークショップ「短所と⻑所は表裏」の実践，⼗⽂字学園⼥⼦⼤学短期⼤学部研究紀

要43、 2013
• 新しい和歌みくじをつくる―天祖神社歌占プロジェクト，『リポート笠間』58号,笠間書院、2015
• 古典⽂学をアクティブラーニングでまなぶ―和歌を演じるワークショップ ，同上
• 新作講談「中村春⼆伝」の誕⽣―「実践する⽇本⽂化」授業報告―,『⼈⽂学の沃野』（成蹊⼤学⼈⽂叢書）,⾵間書房、2017
• 歌占巫⼦養成講座―多様性をまなぶワークショップ―，『⽇本⽂学』2017年11⽉号
• 研究報告 アクティブラーニングによる古典教育」，『⽇本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画 国⽂学研究資

料館主導共同研究「⻘少年に向けた古典籍インターフェースの開発」報告書――初中等学校における古典教育――』2019
• 中学三年⽣の和本体験―成蹊オープン・ゼミ「和本の世界」，『和本リテラシー・ニューズ』3号
• ⾼・⼤・院・社会⼈連携による古典⽂学ワークショップの試みーー⽇本⽂学アクティブラーニング研究会主催 第5回ワークショッ

プ「剣の謎にイドむ : 剣クロニクルの編纂」報告」，『成蹊⼤学⽂学部紀要』55号,2020
• 時をかける和歌―おみくじと占い，荒⽊浩編『古典の未来学 Projecting Classicism』⽂学通信,2020



ありがとうございました
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